
 

 

 

平成２７年度 指定管理者事業報告概要及び評価 

報告期間：平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日 

 

施 設 名 大和市深見中児童館 

指定管理者 大和市コミュニティセンター深見中会館管理運営委員会 会長 大川原 功 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成２９年３月３１日 

 

１．事業報告概要 

  【業務実施状況】 

・児童館施設の承認に関する業務 

児童館名 幼児 小学生 中学生 
 その他 

（高校生付

添父母等） 

合 計 
１日平均

（人） 
開館日数 

深見中 143 3,438 207 316 4,104 13.3 308 

 

・児童館の事業および管理運営に関する業務 

火曜日～金曜日と日曜日正午～午後５時３０分まで、土曜日は午前１０時～午後５時３０分

まで（月曜日と１２月２９日～１月３日の休館日を除く）職員 1名以上の常時配置、児童館

としての自主事業の実施および児童の遊びや生活の指導、施設内巡回、消防訓練の実施、施

設内の安全確保について仕様書に定めるとおり適切に実施した。 

 

・自主事業の計画及び実施（主な事業） 

事 業 名 開催期間 参加者数 

新一年生歓迎会（リズムあそび・自衛消防訓練他） 4/25 140人 

母の日工作（マグネット帽子） 5/2～9 28人 

父の日工作（イヤホンジャック） 6/2～3 25人 

七夕のつどい（防犯映画上映・ゲーム他） 7/4 174人 

敬老会プレゼント工作（フラワーポット） 8/4～18 12人 

おたのしみ週間（お月見のお話とＤＶＤ） 9/10～16 58人 

ふれあい広場（深見大和地区民児協と共催） 10/18 312人 

クリスマス工作（フェルトで作ったリース） 11/25～29 40人 

クリスマス会（歌・演劇） 12/13 199人 

干支工作（おみくじ） 12/16～24 38人 

節分週間（鬼の由来・ストラックアウトなど） 1/28～2/3 32人 

ひなまつり工作 2/9～3/2 26人 

ひなまつり会（うた・読み聞かせ） 3/3 14人 

 

 

 



 

 

 

２．収支決算概要                                                               （単位：円） 

収   入 支   出 

指定管理料 

（市が指定管理者に払った金額） 2,514,000 

雇用関連経費 
（指定管理者が雇用している職員の

給料、諸手当、福利厚生費等の金額） 2,263,640 

雑入 

（預金利息等） 0 

事業費 
（指定管理者がイベント等事業実施

のために支出した金額） 250,360 

収入計（①） 2,514,000 支出計（②） 2,514,000 

収支決算 0 

 

３．管理運営に対する評価等 

  指定管理者の管理運営に対する市の評価は次のとおりです。 
  評価にあたっては、平成２８年４月に利用者アンケートを実施し、平成２７年度事業について利用

者より意見聴取を行いました。 

評価の視点１：施設を利用する者に対し、平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 

・施設の使用事務については、条例等に則り適切に行なわれています。 

 

・随時ホームページを更新し、情報提供を行っている点を評価します。 

 

・利用者アンケートにおける「スタッフの対応」について、優しいという声が多数であった一方、

少数ながら、「こんにちはといってほしい」「怖い人がいる」という声があることから、挨拶を徹

底するとともに、明るい雰囲気作りについてもより一層心がけてください。 

評価の視点２：施設の効用が最大限に発揮された事業運営が行われたか 

・様々な自主事業を実施し、地域での青少年健全育成に努めています。 

 

・自主事業の運営にあたり、事業に協力してくれた子ども会・青少年指導員・保護者等に意見を聴

く場を設け、改善に向けて検討を行うとともに、各学年の児童がそれぞれ達成感を感じられるよ

うに指導員全員で報告・連絡・相談をしながら活動をしている点を評価します 

 

・1 週間単位の自主事業である「お楽しみ週間」を年に４回設け、より多くの児童が参加しやすい

形で事業運営をするとともに、自主事業の担当者だけでなく、指導員全員が児童との会話を増や

す機会としている点を評価します。 

 

・自主事業の企画内容や成果については、児童館指導員連絡会等を通じて積極的に他館へ情報発信

することを期待します。また、他の児童館の人気イベントの事例を参考にしながら、児童に様々

な体験の機会を与えられるよう、企画の広がりを図ってください。 

評価の視点３：施設の適切な維持及び管理が図られたか 

・日常の清掃が適切に行なわれる等、施設を維持するための取り組みが見られます。生活指導の一

環として利用者に注意喚起している点も評価します。 

評価の視点４：施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有しているか 

・施設の管理運営を安定的に行う上で十分な財務状況と判断しています。 

 

・指定管理会計の収支決算は適切に処理されています。 

 


